
年間授業計画　新様式例

高等学校 令和４年度（2学年用） 教科  科目
教　科： 科　目： 単位数： 単位

対象学年組：第 2 学年 1 組 2 組 4 組

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【思考力、判断力、表現力等】

【学びに向かう力、人間性等】

科目 の目標：

１
学
期

生物や生物現象への関心や探究心を高め、目的意識をもって観察、実験を行う

指導事項
・生命活動に必要な物質
・ATPのエネルギー授受
・ミトコンドリアの役割
・酵素の役割
・生体内におけるエネルギー変換

教材【教科書・ワークシート・問
題集】

【知識・技能】
　ATPに含まれる化学エネルギーが生命活動に
必要であることが理解できる。
　酵素の特性をたんぱく質が主成分という観
点から生じることが理解できたか。
呼吸や光合成をエネルギー変換の観点から理
解できた。
【思考・判断・表現】
　物質の分解や合成には、必ずエネルギーの
出入りが伴うことを化学反応から考えられ
た。
  光合成や呼吸によって、ATPに含まれるエネ
ルギーの変換が行われていることを考えられ
た。
　葉緑体やミトコンドリアを得たことで、効
率の良い大社の仕組みが得られたことを理解
した。
【主体的に学習に取り組む態度】
　すべての生物がATPに含まれる化学エネル
ギーによって生命活動を行うことに、興味を
持ち、意欲的に探究しようとした。
  酵素を触媒とし、化学変化の促進に関与し
ていることに興味を持ち。意欲的に探究しよ
うとする。
  細胞の進化について、意欲的に探究しよう
とする

○ ○

○
定期考査

○

○ 6

1

配当
時数

1編　生物の特徴
1章　生物の多様性と共通性
1節　多様な生物にいみられる共通
性
2節　生物の共通性としての細胞
【知識及び技能】
　生物の多様性と共通性が共存する
理由を理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　生物の多様性の中にある共通性に
ついて考え、まとめてみる
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の持つ性質について意欲的に
学ぼうとする。

指導事項
・オリエンテーション
・生物の多様性と共通性
・生物の進化
・生物の分類と系統
・原核生物と真核生物

教材【教科書】

【知識・技能】
　生物の多様性を進化の観点から理解でき
る。
　様々な細胞の構造の共通点や相違点を理解
できる。
【思考・判断・表現】
　多様性と共通性の観点から、細胞や生物の
形の特徴を捉え考えることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　多様性の中にある共通点をまとめ、発表で
きる。

○ ○ ○ 4

2章　生命活動のエネルギー
1節　エネルギーの代謝
2節　代謝を進める酵素
3節　生体内におけるエネルギー変
換
4節　ミトコンドリアと葉緑体の起
源

【知識及び技能】
　生命活動に必要なエネルギーの発
生について理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　エネルギーの変換について考え、
まとめてみる
【学びに向かう力、人間性等】
　生命活動について、エネルギー変
換の仕組みを意欲的に学ぼうとす
る。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態

日常生活や社会との関連を図りながら、生物
とその変化への関心を高め、それらを積極的
に探究しようとする。

【学びに向かう力、人間性等】

理科 生物基礎
理科 生物基礎 2

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】

自ら考え、見通しをもって主体的に観察、実験
を行い、生物や生物現象の原理・法則を見出す
とともに基本的な概念や探究する技能を身につ
けている。

日常生活や社会から問題を見出し、研究する
過程を通して、生物学的に正しく判断し、的
確に表現できる。

生基311　改訂生物基礎（東京書籍）

理科

生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ、化学的な見方や考え方を養う

日常生活や社会との関連を図りながら、生物学的に探究する能力と態度を育てる

生物基礎

【 知　識　及　び　技　能 】



１
学
期

２
学
期

3章　遺伝情報とタンパク質の合成
1節　遺伝情報の流れ
2節　転写
3節　翻訳
4節　遺伝子の発現と生命現象
【知識及び技能】
　DNAの塩基配列を基にタンパク質
が合成される等を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　DNAからRNA、アミノ酸配列につな
がる過程を考え、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
　DNAの違いによって生じる個体の
個性をタンパク質の合成量等から説
明できるよう、意欲的に学ぼうとす
る

指導事項
・RNAの転写・翻訳
・タンパク質の合成
・細胞周期とDNAの複製
・間期と分裂期の流れ
教材【教科書・ワークシート・問
題集】

【知識・技能】
　DNAの塩基配列を基にタンパク質が合成され
る過程を理解できた。
　DNAの塩基配列と相補性な配列を持ったRNA
ができる過程が、転写であることが理解でき
た。
　RNAの塩基配列に対応したタンパク質のアミ
ノ酸配列ができる過程が翻訳であることが理
解できた。
【思考・判断・表現】
　遺伝子の有無とタンパク質の合成量を具体
的につなげて考えられた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞や個体の個性が、タンパク質の合成量
等から説明できることに関して、意欲的に探
究しようとする。

○ ○

定期考査
○ ○

○ 8

定期考査 　
○ ○ 1

3編　生物の体内環境の維持
1章　体内環境
1節　体内環境の特徴
2節　心臓と血液の循環
3節　体内環境を調節する器官
【知識及び技能】
　血液や内臓の役割から体内を恒常
的に保とうとする働きを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　血液による酸素の循環を、取り詳
しくその過程を考え、まとめること
ができる。
【学びに向かう力、人間性等】
　体内を最小の物質がやり取りする
ことで、体を保とうとすることに関
心を持ち、意欲的に学ぼうとする。

指導事項
・体内環境と体外環境
・生物が持つ恒常性
・体を構成する液体
・血液の循環経路
・血液中の物質と酸素解離曲線
・体内器官のはたらき
教材【教科書・ワークシート・問
題集】

6○○○

【知識・技能】
　体液の循環や血液凝固と線溶の仕組み、内
臓のつくりとはたらきが、体内環境を維持し
ていることを理解できた。
【思考・判断・表現】
　酸素解離曲線を用いて、赤血球が酸素を運
ぶ仕組みを考えられた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　細胞と体液の間で物質がやり取りされるこ
とで、恒常性が保たれていることから、循環
系の意義について、意欲的に探究しようとす
る。

○

1

8

2編遺伝子とそのはたらき
1章　生物と遺伝子
1節　遺伝情報とDNA
2節　DNAの構造第3節　ゲノムと遺
伝情報
【知識及び技能】
　生物の特徴や性質は遺伝情報に
よって決まることを理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　DNAの2重らせん構造から塩基間の
相補性が遺伝情報を担っていること
を考え、まとめてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
　どんな生物もDNAを持つことを理
解し、意欲的に学ぼうとする。

2章　遺伝情報の分配
1節　細胞分裂とDNA
2節　細胞周期とDNAの複製
【知識及び技能】
　体細胞分裂によるDNAの変化量を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　DNAの総量が増える過程を考え、
まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
　DNAに関する内容を意欲的に学ぼ
うとする。

指導事項
・遺伝の仕組み
・DNAの構造
・DNAとRNAの塩基
・染色体の構造
教材【教科書・ワークシート・問
題集】

1章
【知識・技能】
　遺伝子情報をDNAが担っていることを理解で
きた。
　DNAの構造や、染色体、ゲノムなどの意味を
理解できた。
【思考・判断・表現】
　２重らせん構造をとるDNAの塩基間にある相
補性があることについて考えられる。
　DNAを扱う技術的なことについて、注意点を
考えられる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　生物の特徴や性質は遺伝情報によって決ま
ることに、意欲的に探究しようとする。
　DNAや遺伝子についての話題を、身近な問題
やニュース等広く知るため、意欲的に探究し
ようとする。

2章
【知識・技能】
　体細胞分裂の過程を染色体の動きを中心に
理解できた。
　DNA量の変化を考えながら、細胞周期の各家
庭を理解できた。
　体細胞分裂の各時期の像を観察し、スケッ
チできた。
【思考・判断・表現】
　染色体の挙動に注目し細胞分裂の各時期の
特徴を説明できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　DNAの複製が塩基の相補性に基づいて行われ
ていることに関して、意欲的に探究しようと
する。

○ ○



３
学
期

２
学
期

2章　バイオームと分布
1節　気候とバイオーム
2節　陸上のバイオーム
3章　生態系とその保全
1節　生態系とエネルギーの流れ
2節　生態系での物質の循環
3節　生態系のバランスと保全
4節　生物多様性の保全

【知識及び技能】
　バイオーム内の生態系からエネル
ギーの移動を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　物質の循環とエネルギーの移動に
ついて考え、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
　正解と日本を取り巻く生態系に興
味を持ち、環境や生物に関する情報
を集め、意欲的に学ぼうとする。

指導事項
・バイオームの分布と気候要因
・世界のバイオーム
・日本のバイオーム
・バイオームの水平分布と垂直分
布
　の関係
・生態系の成り立ち
・生物と環境の環境形成作用
・生態系の物資収集と生態ピラ
ミッ
　ド
・生態系の復元力

教材【教科書・ワークシート・問
題集】

【知識・技能】
　各バイオームの特徴を理解できた　。
　日本では一部を除き，森林のバイオームが
形成される理由が理解できた。
　生産者が生態系に取り込んだ光エネルギー
が最終的には熱エネルギーとなって生態系の
外へ出ていくことが理解できた。
　物質は形を変えながら，生態系の中を循環
していることが理解できたか。
　生態系を保全する試みについて，その具体
例を知ることができた。
【思考・判断・表現】
　世界と日本のバイオームを気温と降水量の
関係をまとめることができた。
　生物どうしのつながりを食物連鎖を通じて
考えられた。
　物質の循環とエネルギーの移動について説
明できた。
　生態系のバランスと保全について理解を深
め，身近な生態系について具体的な保全の方
法を考えられた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　世界と日本の植生について興味を持ち、私
たちを取り巻く環境や環境に関する新聞記事
やニュース、生物多様性を保全することの必
要性について、意欲的に探究しようとする。
　炭素や窒素が形を変えながら，生態系の中
を循環していることに興味を持てた。

〇 〇 〇

13

合計

70

○○○

指導事項
・神経系による情報伝達
・ホルモンと内分泌系
・ホルモンの作用する器官
・血糖値の調整
・体温、退役濃度の調整

教材【教科書・ワークシート・問
題集】

2章　体内環境を維持する仕組み
1節　自律神経による調節
2節　内分泌系による調整
3節　自律神経と内分泌系による協
同調節
【知識及び技能】
　神経系と内分泌系による身体への
影響を理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　神経系や内分泌系等を含め、体内
の物質の影響や調整の仕組みを考
え、まとめる。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常生活の中から、自律神経や体
内の調節による作用などに関心を持
ち、意欲的に学ぼうとする。

3章　免疫
1節　生体防御と免疫
2節　自然免疫
3節　適応免疫
4節　免疫とヒト

【知識及び技能】
　免疫による体内のはたらきと仕組
みを理解する
【思考力、判断力、表現力等】
　免疫を利用することで、体内に作
用する仕組みの過程を考え、まとめ
る。
【学びに向かう力、人間性等】
　日常生活や社会情勢から、体内環
境を守るための免疫について関心を
持ち、意欲的に学ぼうとする。

8

【知識・技能】
　生体防御のシステムについて整理して理解
できた。
　体液性免疫と細胞性免疫について理解でき
た。
【思考・判断・表現】
　体液性免疫と細胞性免疫のしくみや免疫を
利用した予防法や治療法について，考えを表
すことができた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　病原菌などから身を守ることで体内環境が
維持されていること。また、自然免疫の強さ
がもともとの抵抗力の強さであることに関心
をもち、意欲的に探究しようとする。
　感染症やアレルギーなどの病気を免疫シス
テムから関心をもち、意欲的に探究しようと
する。

指導事項
・病原体と生体防御
・食作用と延焼
・好球菌のはたらきと膿の形成過
程
・リンパ球による抗原の認識
・免疫反応と病気

教材【教科書・ワークシート・問
題集】

6○○○

【知識・技能】
　交感神経と副交感神経の拮抗的作用につい
て理解できた。
　ホルモンの作用のしくみを理解できた。
　フィードバックによる調節のしくみを理解
できた。
　血糖値の調節のしくみや体温調節のしくみ
について理解できた。
【思考・判断・表現】
　自律神経系や内分泌系による調節の特徴を
考えまとめることができる。
　低血糖時や高血糖時（または低体温時や高
体温時）の調節のしくみを考え、まとめるこ
とができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　日常の生活の中で自律神経系や内分泌系が
はたらいており、これらの異常がさまざまな
病気を引き起こすことに関心をもち、意欲的
に探究しようとする。

定期考査
○ ○ 1

定期考査 。
○ ○ 1

4編　生物の多様性と生態系
1章　植生の多様性と遷移
1節　植生とその環境
2節　植生の遷移

【知識及び技能】
　生物の種が無数に分化した理由を
理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
　生物が互いに環境に適応し、影響
を与え合う生態系を形成しているこ
とを考え、まとめてみる。
【学びに向かう力、人間性等】
　生物の営みを多くの側面から見
て、環境を作り出すことに関心を
もって、意欲的に学ぼうとする。

指導事項
・身近にみられる様々な植生
・森林植生の階層構造と光環境
・植生の遷移と仕組み
教材【教科書・ワークシート・問
題集】

6〇〇〇

【知識・技能】
　植生が生態系の中で多様な環境を生み出し
ていることを理解できた。
　植生は不変ではなく，環境の変化に応じ
て，変化していくことを理解できた。
【思考・判断・表現】
　ヒトを含めた地球上のあらゆる生物は，非
生物的環境と相互に影響を及ぼしあいながら
生態系を形成している事例について，考えを
表すことができた。
　ギャップの形成が生物の多様性にどのよう
な影響を与えているかを考えられた。
【主体的に学習に取り組む態度】
　植生が生態系の中で，多様な環境を生み出
し，さまざまな生物の営みを支えていること
に興味関心を持てたか。


